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はシILバー大助をツタ

イモ掘りを聡めました。
と掘り上げられていき
と悪戦苦闘し檎がら掴
実ましく思えました。
いったい、どんな組理

喜
び
の
重
さ
は
ど
れ
く
ら
い
？
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ここ主要三雲 
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日ごろお年寄りと接する機会がないという生徒たちはお年寄りから

折り紙を教えてもらっているところでした。職場での体験を通して、

自分のことだけではなく他の人のことも考えていくことが大切と感じ

たという二人は、今後の人生に生かしていきたいと言っていました。
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消防署ではちょうど人工呼吸の訓練が行われているところで

した。人工呼吸の実技では、ちょっぴり恥ずかしそうでしたか

今後の生活に役立てたいと話していました。

生徒たちは迷惑をかけないようにすることで精一杯の生徒

や、色々なことを学びたい生徒など人それぞれ。消防署内や

消防車の機械を見て「スゴーイ」という感想のなか、人の命を

助ける消防隊員は、とても素晴らしい仕事だと話していました。
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南都保育園では、元気のいい園児たちの相手に、

すでに疲れた生徒もいるようでした。いろいろな

ことを言う園児たちにムキにならないようにし

て、自分のペースではなく園児のペースに合わせ

て行くことか大変なのだそうです。

まだ時間は午前中。園児たちは、まだまだ元気

いっぱいで、もっと遊ぶつもりのようですか・・。

遠
賀
南
中

北
岡
　
大
和
く
ん

今
回
の
職
場
体
験
で
は
、
企
画

課
の
広
報
を
作
る
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
月
発
行
し

て
い
る
広
報
を
作
る
の
は
と
て
も

大
変
で
苦
労
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
実
際
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
こ
と
を
、
文
章
に
す
る
の
か

と
て
も
難
し
か
っ
た
所
で
す
。
こ

の
記
事
を
作
る
の
に
も
、
町
の
方

た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
協
力
が
あ
り

ま
し
た
。
今
日
だ
け
で
も
本
当
に

黄
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

1
1
月
9
日
は
遠
賀
南
中
学
校
が
、
1
1
月
2
1
日
、
2
2
日
は
遠
賀
中
学
校

が
そ
れ
ぞ
れ
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
2
年
生
が

希
望
す
る
職
場
で
実
際
に
仕
事
を
体
験
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
広
報

の
も
と
に
も
3
人
の
中
学
生
が
体
験
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
北
岡
＜
ん

（
遠
賀
南
中
）
、
内
田
く
ん
・
雪
月
＜
ん
（
遠
賀
中
）
。
こ
の
3
人
に
職

場
体
験
学
習
の
取
材
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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ど
も
た
ち
＝



柴田書東大訓練所i

訓練士の仕事を体験してみたかったと言う生徒たちは犬

の訓練中でした。犬と一緒に遊んだりするのは楽しいけど、

犬が言うことを聞いてくれないのに苦労しているそうです。

「犬が大好き」と言っていた女の子たちは“フセ〟や“オ

スワリ〟を嬉しそうにしつけていました。
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ガリノンスタンドでは、二人とも楽しそうに仕事

をしていました。

ここに来た理由は、ガソリンスタンドで鋤いてみ

たかったからだそうです。

寒いなか一生懸命車の窓拭きをしていました。

つらいのは冷たい水で灰皿を洗うことなのだと

か…。
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「先生の立場を体験してみたかった」と言う生徒が

体育の授業の手伝いをしていました。この仕事を選ん

だ理由は「子どもが好きだから」だそうです。

仕事のポイントは笑顔。感想を聞いてみると「一年

生が喜んでくれる所がうれしいけど一年生がパワフル

すぎて負けそうだ」と話していました。

左内田くん　右香月くん
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八
尋
石
油
店

香
月
　
健
司
く
ん

職
場
体
験
の
二
日
目
は
、
他
の

職
場
に
行
っ
て
い
る
遠
賀
中
学
校

の
生
徒
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

内
田
君
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
カ
メ

ラ
を
交
代
し
な
が
ら
取
材
を
し

て
、
取
材
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と

は
、
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
日
間
、
役
場
の
企
画
課
で
働

か
せ
て
も
ら
っ
て
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
勉

強
と
進
学
に
役
立
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

内
田
　
慶
太
く
ん

僕
は
広
報
の
仕
事
を
し
て
す
ご

く
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
特
に

文
章
を
パ
ソ
コ
ン
で
書
く
時
に
苦

労
し
ま
し
た
。
写
真
を
撮
る
と
き

も
な
か
な
か
う
ま
く
ピ
ン
ト
が

あ
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
が
何
度
も

ト
ラ
イ
し
た
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
し
た
。
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初めて入賞しました〟

山村康士くん

（別府）

おんがふれあい釣り大会は毎年楽しみ

にしているイベントの一つです。釣りが

好きで毎年参加しています。今年はハゼ

の部で初めて4位に入賞しました。うれ

しかっだですね。ただ、年々魚が少なく

なっているような気がします。大会で気

をつけていることはIiiを汚さないように

すること。自分のゴミは残さないように

しています。それから釣り大会ではラッ

キー抽選会とタンゴ汁も楽しみです。来

年もぜひ参加したいと思います。

おいしそうに食べてくれる姿が

何よりうれしいですね

増田　稼さん

（尾崎）
I l　」

緑黄会では釣り大会で毎年料理を振る

寅っています。今年は白ゴハンとダンゴ

汁を約30人で1000人分用意しました。料

理はすべて当日作るのでとても大変です

が、みなさんが喜んで食べているのをみ

ると疲れも吹き飛びますね。

このイベントの後は、河川敷がすごくき

れいになるのがうれしいです。また福岡

市や北九州市など他の市町村から参加す

る人も多いので、遠賀町のよい宣伝にも

なりますね。
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今年度の各部門の優勝者は次のとおりです（敬称略）
一般コイの部

渋谷　　崇（福岡市）
一般フナの部

宮原　徳一（遠賀町）
一般ハゼの部

中隼田勇雄（古賀市）
一般他魚の都

泉　　政幸（直方市）

レディー・少年コイの部
吉井たくみ（鞍手町）

レディー・少年フナの部
井上　勇太（遠賀町）

レディー・少年ハゼの部
永野　　望（若松区）

レディー・少年他魚の都
中村なきさ（遠賀町）
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圃 どもたちが自分の考えを主張する青少年の主張

大会が10月22日、遠賀町中央公民館で開催されました。

大会では小中学生や高校生など計15人が、国際交流や

町づくりなどさまざまな分野の問題について主張しま

した。堂々と舞台にたつ子どもたち。子どもながらしっ

かりとした考えをもっているなあと感心、させられまし

た。また、最後には昔の青少年の三村純二さんの主張

も行われるなど、新しい試みもなされました。

犯罪のないまちづくりを！

囲　　　　　　　　地域安全運動大会罪のない安全で住みやすいまちづくりを願い、10月12

日、地域安全運動大会が遠賀コミュニティーセンターで開催

されました。この大会には折尾署管内の防犯関係者が多数集

まり、地域安全活動に努力していく決意を新たにしました。

近年、青少年の犯罪や幼児虐待などが問題になっています。

地域が団結して犯罪を発生させない環境づくりを推進してい

くことが大切ですよね。
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情／IJ蛾、＼、、ン′ 

麹嬢i′r／l 
菓88m翻∴J∴∴1 

一 �董一／－」－彊 

蒜芸地域要雪
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芸術の秋に文化が色づく！

圏　　　　　　　　　　遠賀町文化祭年恒例の遠賀町文化祭が11月3日から3日間かけて

遠賀コミュニティーセンターと勤労者体育センターの2会

場で開催されました。文化祭はさまざまな展示品をはじめ、

民謡や舞踊など多くの芸能活動の発表の場でもあります。

会場にはたくさんの参加者が集まり、文化祭は大いに盛り

上がりました。

秋は芸術の秋とも言われます。文化祭では遠賀町にもた

くさんの文化が色づいていました。
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いきいきサロン会

園区では「いきいきサロン会」が11月19日、田圃
園北区公民館で開催されました。色々な土地から移

り住んできた人たちがより一層親睦を深めるために

と開かれたこの会では、さまざまなイベントが披露

されました。なかでも長崎県出身の方々による「蛇踊

り」はその迫力もさることながら、実際におめでたい

席で使われる「蛇」を長崎から送ってもらったのだそ

うです。最後には和やかな雰囲気のなか、だんご汁が

ふるまわれ、懐かしい昔の味を楽しみました。

い毒し111 ����サロン会甲 　●○○．くゝ 
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伝
統
の
思
案
橋
を
披
露
－
・

木
守
区
が
筑
前
木
尾
瀬
宿
場
ま
つ
り
に
参
加

各
地
の
伝
統
的
な
盆
踊
り
を
集
め
た
筑
前
木
尾

瀬
宿
場
ま
つ
り
に
木
守
区
が
参
加
し
、
思
案
橋
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
江
戸
時
代
、
参
勤
交
代
に
使
わ
れ
て
い
た
木
尾

瀬
宿
の
街
道
を
中
心
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
各
地
か
ら
8
地
区

の
盆
踊
り
が
集
結
し
、
特
色
の
あ
る
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
踊
り
子

た
ち
が
伝
統
の
盆
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。

木
守
区
長
の
高
崎
さ
ん
は
　
「
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で

き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
ね
」
　
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま

した。

大
地
を
愛
し
塞
が
に
対
応
I
“

遠
賀
中
間
地
区
農
業
祭

閏
月
晋
、

1
9
日
の
2
日
間
、
芦
屋
競
艇
場
で
遠
賀
中
間
地

区
農
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
祭
で
は
記
念
式
典
を
は
じ

め
、
農
産
物
な
ど
の
即
売
会
や
演
芸
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
鮮
な
も
の
が

並
ぶ
会
場
で
は
、
お
客
さ
ん
と
店
員
さ
ん
の
声
が
響
き
ま
す
。
即

売
会
な
ら
で
は
の
新
鮮
さ
に
買
い
物
も
大
満
足
た
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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上手な飲め方

1．楽しい雰囲気で飲む。

2．酒の無理強いはしない。

3．時間をかけて、マイペースで

飲む。

4．食べながら飲む。

（肉、急、豆腐などのたんば〈

質や、ビタミン、ミネラル豊富

な野菜、海藻類を多くとる。脂

肪や塩分は控えめに）

5．適量を守る。

（飲める人は日本酒i～2合、

ビール1－2本、ウイスキーダ

ブルI－2杯のいずれか。飲め

ない人や女性は半分）

6．校12時以降はやめる。

7．週に2日は休肝日を設ける。

8．薬と一緒に飲まない。（圃良薬

や精神安定剤は医師の指示に従

う。慢性治療薬は心配なら医師

や薬剤師に相談する）

9．強い酒は薄めて飲む。

10．がぶ飲みせず、飲んだ量を把

握する。

酒は飲み方しだいで鰍こも味方

にもなります。味方として末永く

つき合うためにも上手に飲んで、

楽しいひとときを過ごしましょう。

ワンワンネットワークの役割 
・1頭でも多くの子犬の命を救う。 

・しつけ教室を開催し犬を正しく理解してもらい、 

模範的な飼い主になってもらう。 
・模範飼育者や模範犬として、人と動物が共存して 

いくために地域社会に貢献してもらう。 
・避妊、去勢の必要性を普及啓発する。 

・犬に関する情報を集め飼い主に堤供することで動 

物憂叢精神と正しい飼い方の普及をはかる。 

欝
。
催
腰
㊦
辞
典

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う

年
末
年
始
は
お
酒
を
飲
む
機
会
か
多
い
時

期
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
体
に
与
え
る
影
響

を
よ
く
知
っ
て
上
手
に
お
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

「
力
l
J
コ
ー
ル
の

一
＼
　
プ
ラ
ス
効
果

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
疲
れ
を
い
や
し
、

ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
カ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
間
関
係
を
ス
ム
ー

ズ
に
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
食
欲
の
増

進
、
動
脈
硬
化
の
予
防
、
善
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
な
ど
プ
ラ
ス
効
果

が
あ
り
ま
す
。

※
効
果
は
適
量
飲
酒
の
場
合
で
す
。
習

慣
の
な
い
人
が
効
果
を
狙
っ
て
飲
む

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

の
飲
酒
は
知
能
や
運
動
発
達
の
遅
れ
を

き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
判

断
能
力
が
落
ち
、
人
間
関
係
を
悪
く
し

た
り
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
っ
た
り
し

ます。
※
マ
イ
ナ
ス
効
果
が
出
る
人
は
飲
酒
を

や
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

「
力
肘
コ
ー
ル
の分

解
能
カ

「
功
が
コ
ー
ル
の

〔
　
マ
イ
ナ
ス
効
果

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
マ
イ
ナ
ス
効
果
が

あ
り
ま
す
。
濃
い
ア
ル
コ
ー
ル
は
胃
腸

の
粘
膜
を
荒
れ
さ
せ
潰
瘍
を
作
り
ま

す
。
飲
み
す
ぎ
は
肥
満
や
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
、
高
血
圧
の
誘
因
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
脂
肪
肝
や
肝
硬
変
、
膵
炎
な

ど
重
い
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
る
と
精
神
の

異
常
を
き
た
し
ま
す
。
妊
婦
や
子
ど
も

体
重
0
0
嶋
の
男
性
が
日
本
酒
一
合
を

分
解
す
る
に
は
3
、
4
時
間
か
か
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
3
合
以
上

飲
む
と
翌
朝
ま
で
に
分
解
し
き
れ
ず
、

二
日
酔
い
と
な
り
ま
す
。

遺
伝
的
に
日
本
人
の
約
1
0
％
は
ま
っ

た
く
飲
め
ず
、
約
4
5
％
は
多
量
は
飲
め

な
い
体
質
で
す
。
女
性
は
肝
臓
の
大
き

さ
や
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
で
男
性
よ
り
少

量
の
ア
ル
コ
ー
ル
で
体
へ
の
影
響
が
出

て
き
ま
す
。
飲
み
続
け
る
と
少
し
は
慣

れ
て
飲
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
能

力
は
変
わ
ら
な
い
の
で
肝
臓
に
負
担
を

か
け
体
を
こ
わ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
遠
賀
中
間
ワ
ン
ワ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
の
ワ

ン
ワ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
子
犬
を
譲
り

た
い
人
、
子
犬
が
欲
し
い
人
に
登
録
を

し
て
も
ら
い
、
双
方
の
情
報
を
交
換
し

て
子
犬
の
新
し
い
飼
い
主
を
み
つ
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
ま
た
、
し
つ
け

教
室
や
避
妊
去
勢
の
啓
発
な
ど
模
範
的

な
飼
い
主
を
育
成
す
る
た
め
の
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
す
。

ワ
ン
ワ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
不
幸

な
犬
達
を
救
う
た
め
に
色
々
な
こ
と
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
無
責
任

子
犬
の
出
張
譲
渡
会

な
飼
い
主
の
増
加
に
よ
っ
て
望
ま
れ
な

い
子
犬
が
保
健
所
に
連
れ
て
こ
ら
れ
る

件
数
も
増
え
て
い

ま
す
。
飼
い
主
が

責
任
を
も
っ
て
、

ま
だ
見
ぬ
小
さ
な

命
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
里
親
探
し
）

●
と
き
　
1
2
月
2
0
日
　
（
水
）

午
後
0
時
5
0
分
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所

●
内
容

▽
受
付
・
子
犬
の
展
示
　
1
2
‥
0
0
～
1
3
‥
0
0

▽
犬
の
抽
選
　
1
3
‥
0
0
～
1
3
‥
1
5

▽
動
物
愛
護
教
室
　
1
3
‥
5
0
～
1
5
‥
0
0

※
当
日
、
個
人
の
子
犬
の
持
ち
込
み
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。
子
犬
持
ち
帰
り

用
の
箱
は
希
望
者
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

遠
賀
保
健
所
　
衛
生
課

℡

0

9

3

　

（

2

0

1

）

　

4

1

6

1



圏磁 
このコーナーでは、皆さんの作品をお待ちしています。 

イラストや詩など、お気軽に企画課企画調整係までお寄せく 
ださい。 

（郵送でも直接窓口に持ってさてもかまいません） 
※住所、氏名（ペンネーム希望者は別途明記）、年齢、電話番 

国書醒

初　山
露　呈

田中奈津希さん（小5）　松尾　沙織きん（小3）

9ee

園田
；裾

／

江藤　洋子きん（小3）

焼山　仁美さん（小2）

工亘二］

牛浜　佑結くん（小4）牛浜　宏祐くん（小3）

＼＼－＿一一／へ

、－ミ÷∴主

星
畑

一　息

土屋　事大くん（小2）
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池石落列や の垣つ　が廻 浮　は大近せ �句 ��歌 

連 鎖 俳 友 ��お 洲　か　筒　づ　ば の　り　の　く　音 ��三：∴∴：∴ �ん 恋 
連銀あ稲の池 波歩服杏縛る玉雀岩し田 辺道都散手郷野款て幸 美る上　層…利 保館信借賃み選 �句 会 抄 ��短 歌 会 秋 草 �承 一mm 

貴　　子　　進　　彦　；工 ��洋　　の　ノ　　に　ミ　　のの　　く　子 

五
年
　
　
田
山
丁
奈
＊
奇

一

「

i

i

l

TJ

　

ヽ

麗田園血∴膏i

囲
．
呈
－
●
－
i
〓
乱
、
l

新
刊
案
内
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森三三松松
原島涌井

俊寛和加大
雄士浩奈輔

一十二／ ／↑’一 � �‾＼頒 ���ヽ∴ 　＋ 

i幸：ミ ＼ヱ ��辛に、・ ���「 

∴∴　∵ ��「 �「／i／← 醇′、 ��十／′ 鰻 

電信i ：i／へ iii、i高 点享 ；∴∴∴ �‾小i二 無、▼）／ �評 ・∵÷∴ ∴｛、＼ ��’＼ 

南新芝柴坂坂小栗
松川原田本本林谷

嘉克絵　　　　　康
巧顕事理創崇敦隆

下坂小尾押伊阿穴
窄本路下口藤部見

拓竜裕毅尚　　和清
也輝士典子豪仁和

徳河内上上岩稲石
重田野野川坪青松

嘉美嚢大硲　　武郁
一番代地介壮志子

嵩
肌
お
め
で
と
う

0∩′■

ご
ざ
い
ま
す

平
成
惟
年
度

成
人
式
該
当
者名

簿

こ
の
名
簿
は
日
月
1
6
日
現
在
の
住
民
票
を
も
と
に
作
成
し
て
い

ま
す
。
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
人
、
名
前
に
間
違
い
の
あ
る
人
は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

竹
速
　
　
寛

堤
　
千
江
子

永
田
　
顕
悟

西
田
　
英
幸

濱
田
沙
弥
香

松
崎
宏
史
郎

湊
　
マ
リ
エ

秋
山
　
秀
治

安
南
　
朋
子

柴
田
か
お
り

高
崎
　
　
智

原
田
裕
美
子

松
井
久
美
子

畠
中
　
文
子
　
　
　
吉
村
　
哲
也

前
田
　
裕
子
　
　
　
渡
邁
　
席
代

三
井
　
絵
美

回
田
凹
副

井
口
　
ま
り

入
江
　
美
加

内
田
美
樹
枝

太
田
　
昌
宏

大
村
　
洋
介

加
藤
　
晃
司

古
石
　
典
子

佐
潟
ち
ず
か

谷
山
　
温
子

徳
重
　
友
香

瀬
田
　
隆
行

二
村
　
誠
司

門
司
　
章
子

阿
部
　
公
則

有
村
　
浩
司

諌
山
　
陽
一

植
田
　
弥
生

宇
都
宮
さ
お
り

大
森
夏
奈
子

加
治
原
里
咲

勝
木
　
陽
人

杉
山
亜
由
美

商
須
　
衣
美

谷
口
　
優
子

千
北
　
慎
二

友
澤
　
恭
子

中
村
　
理
恵

長
村
奈
津
子

袴
若
　
輩
弘

石
井
　
隆
光

石
川
　
　
売

上
谷
　
太
一

牛
島
　
純
一

太
田
　
繁
薯

梶
原
千
妙
子

川
上
　
敬
史

工
藤
　
美
奈

桑
原
　
皇
位

神
　
　
浩
子

佐
々
木
幸
江

貞
未
の
ぞ
み

佐
藤
　
藍
子

柴
田
　
　
梢

柴
田
　
　
聡

田
方
　
清
一

武
田
　
隼
哉

谷
内
　
里
衣

種
田
　
幸
恵

手
嶋
由
紀
恵

刀
根
　
英
二

長
下
　
理
悪

坂
東
　
任
那

舛
添
加
奈
子

襲
原
　
健
二

山
口
　
一
登

山
下
　
義
隆

山
本
さ
ゆ
り

山
本
　
　
宏

仲
野
　
裕
子

秦
　
　
鮎
美

三
谷
　
篤
史

宮
鹿
野
　
智

山
口
　
景
士

山
田
　
憲
司

渡
部
　
健
児

安
部
か
な
美

井
　
亜
紀
子

石
田
　
皇
失

楽
園
美
喜
子

水
流
　
　
宏

二
村
嘉
淳
子

宮
野
　
絵
美

矢
川
三
紗
子

山
口
　
豊
一

吉
田
　
朗
史



和増増演花
地田尾岡田

典典源和将
子子哉英彦

廣平林永徳
瀬田　　久王

手拓真恭
愛子郎弓子

森重松松
下岡

友は寛健
成　る　史介

●と　き

1月8日（月）

午前11時～

●ところ

遠賀コミュニティー
センター

成人式の対象者には12月中

旬に、ハガキでご案内します。

成人式には就職や就学のため

に町内に住所がない人でも参

加できます。

参加希望者は12月22日（金）

までに教育委員会生涯教育課

までご連絡ください。

（家族や知人でも構いません）

●問い合わせ

教育委員会生涯学習課

石
松
小
百
合

井
口
　
絵
美

長
船
慎
之
介

小
中
野
由
紀

高
山
　
義
彦

竹
森
　
太
陽

伊
藤
　
　
毅

小
山
　
和
明

古
賀
　
友
隆

重
廣
　
朋
子

白
石
　
亜
紀

富
永
　
賛
意

末
廣
　
佳
隆

末
光
智
世
余

波
田
　
敏
行

浅

原

一

彰

阿
部
真
一
郎

荻
原
ひ
と
み

川
違
　
隆
史

河
村
　
大
輔

武
田
　
直
子

旧
－
－
」
園

赤
木
　
友
子

安
藤
　
　
緑

石
松
　
　
愛

石
松
　
勝
治

梅
田
　
昌
子

小
川
　
靖
之

尾
之
首
栄
美

蒲
原
　
香
恵

蒲
原
　
健
一

川
原
　
　
剛

岸
　
　
邦
彦

荒
木
憤
太
郎

小
林
　
隆
博

白
石
　
裕
貴

筋
田
　
津
資

筋
田
　
智
子

服
部
　
正
隆

藤
井
　
良
平

藤
田
　
慎
一

丸
井
　
宏
晃

吉
田
　
昌
広

龍
角
　
　
豪

青

柳

一

成

荒
川
　
絵
美

石
川
　
智
恵

稲

井

一

繁

岡

崎

一

志

小
野
　
香
織

久
保
田
　
野

栗
秋
　
由
里

桑
原
　
里
弥

古
場
　
和
博

柴
田
　
三
穏

未
森
属
僚
子

土
居
　
佳
恵

中
村
　
謙
太

打
越
加
奈
子

岡
田
　
圭
大

白
川
三
千
紘

瀬
井
志
緒
理

森
田
　
祐
介

合
原
　
聡
子

有
馬
　
俊
行

飯
盛
　
貴
子

上
田
　
清
規

小
川
亜
衣
子

小
森
　
　
愛

白
谷
　
里
美

添
田
千
恵
子

武
田
登
志
子

谷
口
　
哲
郎

姫
野
　
信
明

松
本
　
修
一

峯
崎
　
陽
輔

薬
師
寺
　
真

山
本
　
香
織

吉
原
　
美
紀

衛
藤
由
紀
子

上
口
　
利
恵

河
原
　
美
蕾

安
藤
　
純
子

今
永
　
　
潤

太
田
　
景
子

小
川
　
泰
弘

金
澤
　
正
人

金
森
　
政
樹

川
崎
あ
ゆ
み

下
地
あ
ゆ
み

飯
野
　
睦
美

泉
　
　
拓
郎

伊
興
田
一

上
田
平
朝
子

大
石
　
義
幸

岡
村
　
育
子

乙
藤
　
嘉
子

尾
上
亜
希
子

柴
村
龍
之
助

前
田
　
奈
緒

森
　
　
正
成

矢
野
英
裕
美

山
田
　
智
宏

吉
田
　
季
世

大
浦
　
　
洋

兼
竹
　
紘
平

添
田
　
　
彩

浅
田
　
早
苗

安
部
　
恵
子

石
原
　
義
治

板
倉
　
綾
美

井
上
　
裕
輔

井
之
脇
亮
介

黄
島
　
真
理

木
下
　
英
樹

黒
木
　
愛
子

後
藤
　
頼
子

副
島
め
ぐ
み

竹
内
　
隆
浩

田
中
　
良
和

中
川
み
ず
き

中
村
　
　
潤

西
田
　
成
書

福
田
　
健
二

本
山
　
知
子

森
田
　
真
代

山
本
　
　
半

吉
田
　
芳
美

完
山
　
　
悟

三
重
野
美
保

峯
　
敬
太
郎

山
本
　
恵
子



‾∴騎繚韻襲÷し 　く′‘で＿ 

二＼・／／二二一∴「、＼一子ここ＝）＼－ ＼＼ 　＿Ti めんな輝いてました 

チームワークの勝利です

卓球で全国大会準優勝
11月10日から3日間、東京の江戸Iii区で開催された卓

球の全国大会青年の部で、遠賀郡混成チームがみごとに

準優勝を果たしました。この混成チームには遠賀町から

山下美穂さんと林和美さんが参加していました。準優勝

という結果に対して、「うれしいですね。チームワークの

勝利です。一生の思い出になりました」と話してくれま

した。

＠匂iZ

0まず、流水で洗い流 与∴∴三二：≡ すo毅 しっかり洗う） 緒 言：÷：三三∴：三 

－
遠
賀
町
走
力
記
録
会
　
m

1
0
月
2
2
日
（
日
）
、
遠
賀
総
合
運
動
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
走
力
記
録
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
優
勝
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
小
学
生
の
部

男
子
－
年
生
　
0
0
m

優
　
勝
　
堀
　
　
博
陽
　
（
広
瀬
小
）

男
子
2
年
生
　
的
m

男
子
4
年
生

優
　
勝

男
子
5
年
生

優
　
勝

男
子
6
年
生

優
　
勝

女
子
－
年
生

優
　
勝

女
子
2
年
生

優
　
勝

女
子
3
年
生

優
　
勝

女
子
4
年
生

優
　
勝

女
子
5
年
生

優
　
勝

女
子
6
年
生

優
　
勝

刑
m

中
野仰

m

斉
藤伽

m

芳
村50m

荒
木00m

坂
田00m

武
田

寅
也
　
（
鳥
門
小
）

享
良
　
（
島
門
小
）

聡
太
　
（
浅
木
小
）

美
沙
　
（
島
門
小
）

裕
香
　
（
広
渡
小
）

葵
　
（
島
門
小
）

仰
m

海
老
原
意
穂
　
（
島
門
小
）

仰
m

荒
木
　
菜
那
（
島
門
小
）

伽
m

種
田
　
衣
里
　
（
浅
木
小
）

男
子
4
年
生

優
　
勝

男
子
5
年
生

優
　
勝

男
子
6
年
生

優
　
勝

女
子
－
年
生

優
　
勝

女
子
2
年
生

優
　
勝

女
子
3
年
生

優
　
勝

女
子
4
年
生

優
　
勝

女
子
5
年
生

優
　
勝

女
子
6
年
生

優
　
勝

走
幅
跳

中
野
　
貫
也

走
幅
跳

斉
藤
　
享
良

走
幅
跳

芳
村
　
聡
太

走
幅
跳

岩
本
　
千
春

走
幅
跳

大
槻
千
葉
港

走
幅
跳

武
田
　
　
葵
　
（
島
門
小
）

走
幅
跳

海
老
原
志
穂
（
島
門
小
）

走
幅
跳

荒
木
　
菜
那
　
（
島
門
小
）

走
幅
跳

種
田
　
衣
里
　
（
浅
木
小
）

▽
マ
ス
タ
ー
ズ

優
　
勝
　
斉
藤

男
子
3
年
生
　
0
0
m

優
　
勝
　
荒
木

良
樹
　
（
島
門
小
）

輯
貴
（
島
門
小
）

男
子優

男
子優

女
子優

男
子優

仰
m

騰脚
m

勝

杉
本
千
栄
裕
　
（
別
府
）

磯
崎
　
智
之
　
（
今
古
賀
）

仰
m

勝
　
堀
　
　
由
美
　
（
広
渡
）

走
幅
跳

勝
∴
磯
崎
　
智
之
　
（
今
古
賀
）

男
子
－
年
生
　
走
幅
跳

優
　
勝
　
白
石
　
和
隆
　
（
広
渡
小
）

男
子
2
年
生
　
走
幅
跳

優
　
勝
　
梶
原
　
佑
介
　
（
島
門
小
）

男
子
3
年
生
　
走
幅
跳

優
　
勝
　
岩
本
　
雄
志
　
（
烏
門
小
）



小・中学校で働きませんか

学校用務補助員・図善整理員募集、＼こ多

諾護衛誤般用務　　㊨㊨
○応募資格　町内に住む18歳以上の人

○募集人員　4人（午前勤務2人　午後勤務2人）

○勤務場所　遠賀中学校・遠賀南中学校・広漠小学校

○勤務時間　月曜～金曜　午前勤務の方　7：30－12：00

午後勤務の方12：00－16：30

土曜 7：30－13：30

○賃　　金　月曜～金曜　3，600円／日

（午前・午後勤務の人いずれも同じ）

土曜　　　　4．800円／日

［図書整理員］

○仕事内容　学校図書の整理

○応募資格　町内に住む18歳以上の人

（図書司書の資格は問いません）

○募集人員　1人

○勤務場所　島門小学校

○勤務時間　近2回の出勤で1日4時間勤務

○賃　　金　3，150円／日

●申し込み　学校用務補助員、図書整理員いずれも履歴書に写真を添

えて、12月27日（水）までに町教育委員会学校教育課に提出して下

さい。

●採用方法　面接の上、本人に通知します。面接日時は、後日お知ら

せします。採用期間は、平成13年4月1日から平成14年3月31日です。

●問い合わせ　教育委員会学校教育課

3⑤②

お詫びと訂正

Ii月IO日号5ページの「実施後に変更

手続きが必要なもの」の記事に誤りがあ

りました。お詫びするとともに訂正いた

します。

（誤）不養蚕登記簿の所有者等の住所変更
↓

（正）不動産登記簿の所有者等の住所変更

新しい遠賀の解離

新
し
い
教
育
委
員
会

委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

遠
賀
町
教
育
委
貝
の
2
人
の
任
期
満

了
に
と
も
な
い
、
新
し
く
2
人
が
教
育

委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

上
野
　
寛
次
さ
ん
　
（
上
別
府
）

豊
丹
生
裕
子
さ
ん
　
（
広
瀬
）

梓
可
能
米
焼
酎

遠
苑
の
雫
　
～
第
二
章
～

遠
賀
町
青
年
部
活
性
協
議
会
が
、
「
町
の
活
力
源
に
な
れ
ば
」
と
の
思
い

で
取
り
組
ん
で
い
る
特
産
品
開
発
。
地
酒
「
遠
賀
の
雫
」
も
好
拝
で
、
皆

さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
遠
賀
町
の
地
酒
に
続
い
て
、
遠
賀
町
で
収
穫
さ
れ
た
酒
米
を

使
い
新
し
く
純
米
焼
酎
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
名
も
「
遠
賀
の
雫
～
第

二
事
～
」
。
こ
の
焼
酎
は
J
A
お
ん
が
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
、
町
の
現
現
を

考
え
作
り
上
げ
た
ケ
ナ
フ
紙
に
境
責
さ
ん
　
（
遠
賀
だ
る
ま
彫
刻
家
）
　
が
描

い
た
画
を
ラ
ベ
ル
に
用
い
る
な
ど
、
多
数
の
町
民
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

作
り
上
が
っ
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
想
い
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
、
香

り
、
味
あ
い
な
ど
ど
れ
を
と
っ
て
も
美
味
し
い
も
の
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
販
売
ほ
ほ
月
は
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

☆
取
り
扱
い
店
は
次
の
と
お
り
で
す
。

水
上
酒
店
（
広
瀬
）
　
　
　
大
場
酒
店
（
広
渡
）

安
藤
商
店
（
別
府
）
　
　
　
は
た
屋
商
店
　
（
松
ノ
本
）

か
ご
し
ま
屋
（
今
古
賀
）
　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
虫
生
津
店
（
虫
生
津
）



情
Living

Information

報

中央公民館

廟紛糾擢膨
●教示侮日

寒冷紗造花・写真

12月28日（木）まで○

工業擬計調査・石油

等消費精通麗計調査
12月31日が基準日です

製造事業所の実態調査と従業

員30人以上の製造事業所の石油

等消費実態調査です。12月から

1月にかけて調査員がお伺いし

ます。調査票に記入いただいた

内容については、秘寮は固く守

られます。調査のご協力をお願

いします。

●問い合わせ

企画課企画調整係

＠②14

く

ら

し

1
歳
半
健
康
診
査

●
と
き
　
1
2
月
2
1
日
　
（
木
）

受
付
＝
午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
0
0
分

健
診
＝
午
後
1
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
票
　
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
・
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
健
康
相
談

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
健
康
対
策
係

乳
児
相
談

●
と
き
　
1
2
月
1
9
日
　
（
火
）

受
付
＝
9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

●
と
こ
ろ

遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
養
士
に
よ
る

栄
糞
相
談
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
黄
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

ご
存
知
で
す
か
？

医
薬
品
副
作
用
救
済
制
度

医
薬
品
は
、
人
の
健
康
の
保
持
増
進

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
便

用
に
あ
た
っ
て
万
全
の
注
意
を
払
っ
て

も
な
お
副
作
用
の
発
生
を
防
止
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

医
薬
品
を
適
正
に
使
用
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
副
作
用
に
よ
る
健
康
被
害

（
入
院
を
必
要
と
す
る
程
度
の
疾
病
又

は
障
害
、
死
亡
）
が
発
生
し
た
場
合
に
、

医
療
費
、
障
害
年
金
、
遁
族
年
金
な
ど

の
諸
給
付
を
行
い
、
健
康
被
害
の
救
済

を
図
ろ
う
と
す
る
の
が
救
済
制
度
で
す
。

制
度
の
し
く
み
を
解
説
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
及
び
請
求
用
紙
を
無
料
で
お
送

り
し
ま
す
。

●
問
い
合
あ
せ

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振

興
調
査
機
構

総
務
部
　
企
画
課
　
相
談
係

℡

0

3

　

（

3

5

0

6

）

　

9

4

1

1

福
岡
入
国
管
理
局
が

移
転
し
ま
す

福
岡
入
国
管
理
局
が
1
2
月
Ⅱ
日
で
福

岡
空
港
国
内
線
第
3
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

（
福
岡
空
港
警
察
署
横
）
　
に
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〒
八
一
二
I
〇
〇
〇
三

福
岡
市
博
多
区
下
臼
井
1
1
8
－
1

℡
0
9
2
　
（
6
2
3
）
　
2
4
0
0

理
容
店
・
美
容
店
・

ク
リ
⊥
一
ン
ク
店

S
マ
ー
ク
登
録
店
を

ご
存
知
で
す
か
？

S
マ
ー
ク
登
録
店
は
、
厚
生
大
臣
認

可
の
標
準
営
業
約
款
制
度
に
従
っ
て
営

業
し
て
い
る
お
店
で
す
。
こ
の
マ
ー
ク

を
店
頭
に
表
示
し
て
い
る
お
店
な
ら
安

全
・
衛
生
・
技
術
が
保
証
さ
れ
、
皆
さ

ん
の
信
頼
で
き
る
お
店
選
び
の
大
き
な

目
安
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
も
街
の
捜
査
官
！

そ
の
情
報
が
事
件
解
決
の

大
き
な
カ
ギ
で
す

指
名
手
配
犯
人
を
検
挙
す
る
た
め
に

は
、
あ
な
た
の
協
力
が
必
要
で
す
。
よ

く
似
た
人
を
見
か
け
た
り
、
ピ
ン
と
き

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と

で

も

通

報

し

て

く

だ

さ

い

。

あ

れ
っ
？
…
と
思
っ
た
ら
1
1
0
番
。

●
問
い
合
わ
せ
　
折
尾
警
察
署

℡

0

9

3

　

（

6

9

1

）

　

0

1

1

0



遠賀町緑づくり推進協説会では、

緑の保全、なかでも海岸の松林保譲

のため「門松カート」を販売してい

ます。2枚一組で30円です。

希望者はi2月25日までに役場盛業

課でお求めくたきい。

年末年始のゴミ・し尿

収集等はありません

Sし尿収集

12月29日（金）の午後から1月3日（水）まで

はし尿の収集はありません。臨時収集をご希望の

方は12月20日（水）までに、住民課環境衛生係へ

電話で申し込んでください。

臆ごみ収集

年末の収集は12月29日（金）までです。年始は

1月4日（木）から通常どおり収集を始めます。

獲犬・猶等小動物の死体焼却の受入れ

年末は12月30日（土）（午前8時30分－10時30分）

まで。年始は1月4日（木）から始めます。

園保健所

◇野犬等の捕獲休止

12月21日（木）～1月3日（水）

◇犬・猫の引き取り休止

12月26日（火）～1月3日（水）

※1月4日（木）から不用の犬・猶は、印澄持参

の上、直接保健所へ

●問い合わせ

遠賀保健所　℡093（20i）4i6i

高冷白露1‾、／／しい

15＠②

水
巻
町
制
5
0
周
年
記
念
事
業

「
も
の
が
た
り
北
九
州
合
戦
史
」

水
巻
町
で
は
町
制
0
0
周
年
を
記
念
し

て
、
故
柴
田
貞
志
さ
ん
著
「
も
の
が
た

り
　
北
九
州
合
戦
史
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
物
語
は
壇
ノ
浦
の
合
戦
や
南
北

朝
の
争
乱
、
戦
国
時
代
な
ど
北
九
州
の

武
将
た
ち
の
生
き
ざ
ま
を
執
筆
し
た
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

●
定
価
　
二
千
円

●
問
い
合
わ
せ

水
巻
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡

0

9

3

　

（

2

0

1

）

　

4

3

2

1

法
定
調
書
の
提
出
を

忘
れ
ず
に

法
定
調
書
は
事
業
主
が
毎
年
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
平
成

1
2
年
分
の
法
定
調
書
の
提
出
期
限
は
平

成
1
3
年
1
月
3
1
日
　
（
水
）
　
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
主
な
法
定
調
書
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
と
給
与
支

払
報
告
書

●
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票
と
特
別
徴

収
票

●
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
、
賞
金
の
支

払
調
書

●
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調
書

●
不
動
産
等
の
譲
受
け
の
対
価
の
支
払

調
書

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
若
松
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

℡
0
9
3
　
（
7
6
1
）
　
2
5
3
6

正
月
の
準
備
は
で
き
ま
し
た
か
‥

○
∴
∴
○
∴
∴
○
∴
0
　
0
　
0
　
〇
　
〇
　
〇
　
°
　
0
　
0
　
0
　
0
　
°
　
e
 
O

門
松
カ
ー
ド
を
‥
。

販
売
し
て
い
ま
す

街
♪
　
圏

お
ん
が
得
ト
ク
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

遠
賀
川
駅
前
で
は
「
お
ん
が
得
ト

ク
ま
っ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
盛

り
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
蕩
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
1
2
月
1
7
日
　
（
日
）

午
前
日
時
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
川
駅
前

●
内
容
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
餅
つ
き
大
会
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
農
産
・
海

産
・
塩
乾
物
の
即
売
会
、
秋
田
名

物
い
も
の
こ
汁
販
売
、
ぜ
ん
ざ
い

販
売
、
特
産
品
「
遠
賀
の
雫
」
試
飲

会
、
ス
タ
ン
プ
抽
選
会
、
遠
賀
川
駅

開
業
百
十
周
年
記
念
写
真
展
な
ど

※
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
カ
ラ
オ
ケ
大

会
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
遠
賀
太

鼓
な
ど
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
商
工
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
6
5



富y。u二か

・－手絡撃的

●仕事はどうですか？

「何もかもが順調です」。この言葉を言え

るのはいつになるのでしょうか（笑）。現在

の仕事を言葉に表すなら「未知の世界」とい

う一言です。学生時代には体験することがな

かった向かい風や大きな壁。その一つ一つを

上司や先輩からの追い風をうげ、着実に前進

している毎日です。

●趣味一特技は

幼いころから体を動かすことが大好きで

す。特に中学、高校では陸上で長躍離をやっ

ていました。中学3年生のときには芦屋のロ
ードレース大会5kmの部で3位に入質した

こともあるんですよ。

今でも走ることは好きですが、昨年から始

めたスノーボードに現在はハマッています。

今年も冬が楽しみですね。

●尊敬する人物は？

夢を持っている人です。自分の夢に向かっ

てまっすぐに歩いている人はいつも輝いてい

ます。友たちにもこういう人がいるんですが、

見ているだけで自分もがんばらねばと励まさ

れます。

●遠賀町への要望があれば？

遠賀町はいろいろなイベントがたくさんあ

って大変よい町だと思います。ですから、町

外など、もっと多くの人に遠賀町のよさを知

ってもらい、より大きなイベントへと発達す

るといいですね。

＠匂i6

福岡の情報がギュッと詰まった県民手帳。福

岡県の基本的データから観光、アウトドアなど

エンジョイ情報を満載しています。21世紀ス

タートのサポートに、ぜひ、お求めください。

なお、県民手帳

は役場企画課窓口

で販売しています。

●ポケット版

（H135XW73∩沈）450円

●標準版

（H162XW84〝佑）550円

●デスクダイアリー

（H258×W182∩缶）950円

HappyBirthday・ 

青色が大好きなので、青色の　　笑顔いっぱいの美咲です。元 
ものを見ると「あお、あお～」　気で優しい子に育ってね。 
と大声で叫びまわっています。 

HappyBiJthday

募’集

誕生日を迎える3歳までのお子

さんを募集しています。掲賊希望

の人は広報発行日の25日前まで

に企画課企画調整係までご連絡く

ださい。

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513　遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　コロニー印刷

島
戸
　
定
信
さ
ん

2
3
歳
　
（
北
九
州
市
若
松
区
）

福
岡
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
カ
ラ
カ
ル
ト
お
ん
が

福
岡
県
民
手
帳

2
o
o
l
年
腸

を
変
え
ま
す
。
特
に
子
ど
も
の
写
真

を
撮
る
と
き
に
は
、
カ
メ
ラ
の
位
置

を
子
ど
も
と
同
じ
目
線
か
そ
れ
以
下

ま
で
降
ろ
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

表
情
が
よ
く
写
り
、
親
近
感
の
あ
る

写
真
に
な
る
か
ら
で
す
。

も
う
す
ぐ
冬
休
み
。
も
し
、
旅
行

や
お
正
月
に
写
真
を
撮
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
い
つ
も
と
違
っ
た
目
線

の
写
真
も
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
（
ハ
マ
）


